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奄美を中心とした広域図
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「城」と書いて「しろ」「じょうJ「 ぐすく」という呼び方があります。これはいずれもお城

を指す呼び名であることは知られています。「奄美にもこのような城があります。」というとほ

とんどの方が「ぬぅ l、 シマ じぃ 城ぬ あんちぃ」 (な に、奄美に城があるの)と 思われ

ることでしょう。あまりにも私たちの身近な生活の中にありすぎて判らなかったと思います。

では奄美大島ではどんなものを城と言っているのでしょうか。奄美市笠利町赤木名地区にお

いて赤木名城遺跡を含めた分布調査が平成18年度から行われています。これまでは以前におこ

なわれた調査報告書の成果をもとに地元をはじめ九州、沖縄、台湾、韓国などで研究発表され、

一般の方々にも大変興味を持たれるようになってきました。そして今回はさらに奄美大島を代

表する赤木名城になる可能性が強く秘められているようです。そのことについて専門の立場か

ら私たち市民にわかりやすい短文の報告と復元イラストをお願いいたしました。東京大学教授

石上英一先生、人吉市教育委員会 鶴島俊彦先生、伊仙町教育委員会 新里亮人先生、福岡市

教育委員会 田中克子先生、沖縄考古学会長 知念勇先生、考古イラストの早川和子先生方に

は大変ご多忙にもかかわらず快く引き受けていただき、その玉稿をまとめることができました。

ありがとうございます。

この小冊子から赤木名城が九州の影響を強く受けながら「奄美的城」を形成し、琉球とのか

かわりなどがわかりやすく紹介されています。このような城遺跡が奄美諸島にはまだたくさん

残っていることも最近の考古学調査から明らかになってきていることにも驚きです。このよう

な埋もれた埋蔵文化財の調査成果からシマの宝としてどのような意味を持つのか歴史の紐を解

く喜びとシマの生活の中で生き、それを保存活用して行くことの大切さを共有できるスタン

ダードのひとつになれば本小冊子の役目は果たせると思います。

奄美諸島は東アジアの中でも亜熱帯北部に位置し独特の世界に包まれ自然と共生しながら多

様化した文化が育まれてきた島であると実感いたします。これからも奄美諸島が「文化育む諸

島」として歴史の中から学び、シマの進むべき道標を探求していただきたいと思います。その

ためにはこれからもシマの宝である文化財の保存と活用に地域の皆様方の、よリー層のご理解

とご指導を賜りながら進めて行きたいと思いますのでご協力を宜しくお願いいたします。

平成20(2008)年 3月

奄美市教育委員会

教育長 徳 永 昭 雄
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赤 木 名 城 ―奄美の中世遺跡―

はじめに

奄美諸島は鹿児島から (航路距離)約

370km、 最南端の与論島まで592kmに 及び

有人島が奄美大島、喜界島、加計呂麻島、

請島、与路島、徳之島、沖永良部島、与論

島の 8島からなる。地形上から奄美大島、

徳之島が高島をなし、喜界島、沖永良部島、

与論島が低島の二つに別れ、地質の特徴で

も高島 2島が古成層とこれを貫 く火成岩か

らなり、他の 3島は低平な段丘状をなす琉

球石灰岩からなる。高島をなす奄美大島北

部は島内において比較的低地をなしており

南北に標高170mか ら180mの小山脈をなし、

海岸線は急峻な山陸性の地形で海岸線は変

化に富む西海岸と発達した砂丘と珊瑚礁に

昌んでいる。

笠利湾は北に大きく開回し、両先端の岬

には平家伝説にまつわる見張所跡もあり、

船の航海安全を祈願する神社も建立されて

いる。湾内は 3つの小半島があり、その4

つの入り組んだ地形から天然の良港をなし、

それぞれ龍郷湾、赤尾木湾などの字名で呼

ばれ北側に赤木名湾が位置している。集落

は方言で「シマ」と呼ばれ、シマはそれぞ

れ海路で結ばれ、神事、葬送儀礼、稲作行

事等も独立して行われている。

先史時代から奄美大島北部は九州島との関わりが深く縄文・弥生時代から頻繁に交流が行われ多くの遺跡

が集中している地区でもある。海岸砂丘地域において狩猟採集生活を行っていた 6世紀ごろから大和の影響

を強く受け滑石、鉄などを受け入れ10世紀頃から狩猟採集生活に終焉を迎える。笠利半島の東側に対面する

喜界島は近年の発掘調査で大宰府との関連等も指摘される遺跡群が発見されおり文献との比較も模索されて

いる。

奄美大島南部に位置する宇検村倉木崎海底遺跡の調査を行った宇検村教育委員会は12世紀後半から13世紀

初頭とし、中国国内の竜泉窯系、景徳鎮窯系、建窯系、同安窯系等の製品の組み合わせが一般の船に積まれ

ていたことと天目茶碗等の発見により、この船が博多に向かっていた可能性などが指摘されている。このこ

とは南島路の北上航路を意味する貴重な提言になる。

さらに南の徳之島においてはカムィヤキ古窯群が調査され、奄美・沖縄諸島一帯を消費地とする窯業技術

が12世紀頃から入つていることなどが明らかになってきた。このように奄美諸島は古代・中世からの大和文

化と中世の琉球文化、近世の薩摩文化など多様化した文化を受け入れ、育んできた歴史性を見ることができ

る。奄美諸島の中世社会は交換・交易を含め東シナ海域における重要な拠点地域になっていたことが伺える。
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特に良港とされる笠利湾に位置する赤木名城は12世紀頃の中世遺跡から近世山城跡として形態的、機能的、

規模的からも他に類例がない遺跡である。また、笠利湾内に所在する集落は平家伝説にまつわる地名のほか

琉球、薩摩との係りも深く、津代港の山には薩摩軍と交戦し、亡くなった方々を埋葬したとされる墓地跡な

どが山中に残されている。赤木名集落は1609年 の薩摩侵攻以後薩摩藩の仮屋がおかれ、大島の政治的、経済

的な中心的役割を担っていた屋敷跡も残る。交易を中心とする湾と集落南側を流れる前田川は大島でも唯一

川幅約30mと 広 く、上流東狽1山裾から下流の海に緩やかに流れ、中流にはマーラン船が係留していた場所

「船だまり」の地名も残る。集落を形成する一軒一軒の屋敷は南目的なサンゴの石垣と大和的な生垣に囲ま

れ、ゆとりある屋敷林は双方の折哀的なたたずまいをなし整然とした歴史的町並の景観を醸し出しているの

が特徴である。

赤木名城はこのような集落と湾を一望できる集落後方東狽1の「神山J(標高100m)に立地している。
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第 2図 東シナ海の交易航路と黒潮の海流

-3-



第 3図  トレンチ配置図 (赤色部分)

1.赤木名城の概要

赤木名城の確認調査は1999年から城主要部分の地形測量を中心に遺跡確認を3年間行った。2007年度は町

内分布調査により、地形沢1量の追加と縄張り図の作成を (第 3図、第 7図)行 う。2007年の確認調査は遺跡

主要部をなす東側の段々畑状をなす帯曲輪と1999年に曲輪 1、 曲輪 2の 3地区に任意のトレンチを設定し第

3図のようなトレンチ配置で確認調査を行っている。

調査の結果、山頂部の曲輪 1は表土、 2層、 3層 と3層に分層され出土遺物も表層から肥前系磁器 (いわ

ゆる「くらわんか碗」など)、 2層から青磁、 3層からカムィヤキ、玉縁口縁白磁、滑石などが出土して
い

る。曲輪 1からは多数のビットが検出されているが全体の配置状況は不明である。トレンチ設定は大きな

木々の間に設定することしかできなかったためである。ピツト内には柱を固定した石と底辺に珊Illや カムィ

ヤキ、滑石などが出上している。

さらにマージ層を深く掘り下げた結果チヤート製石器等が出土している。曲輪 2は 1の平場よリー段高く

て狭い。トレンチからは半径約 lmの焼土と周辺からは鉄さいが出土しており、鍛冶遺構とされている。

曲輪 1の周辺部は土塁が廻らされており、土塁断面を調査した結果版築層をなしており、カムィヤキ 1点が

含まれていた。2007年度には西側斜面の四段目の帯曲輪に確認トレンチを入れた。その結果大きく2層に分

層され下層からはカムィヤキ、滑石、玉縁日縁白磁が出土し、山頂部曲輪 1と 同様な遺物で同時期であるこ

とがわかった。

これらの結果から考察されることは山頂部を含めた山中に中世遺跡が形成され、その後同一場所を利用し

堀切、竪堀、帯曲輪、腰曲輪、台などの防御施設を備えた15、 6世紀の中世山城が形成されたと考えられる。

さらに表層から近世陶磁器も出土していることから集落の仮屋跡 (代官屋敷)を含め赤木名城全体の詳細調

査の必要がある。
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2.赤 木名城の時代背景

15世紀の笠利

赤木名城については、山稜の軍事的利用と城郭造成について、端緒的段階 (宗教的利用の可能性も含む)、

展開段階、後代利用段階、現況段階 (現在、山の表面に観察される縄張または縄張様土地利用)の時間層に

分けて考えねばならい。本項では、15世紀の笠利地域について記録した史料を紹介し (石上「奄美群島編年

史料集稿」一～八『南日本文化』22、 23、 24、 26、 27、 28、 30、 31号、鹿児島短期大学日本文化研究所、

1990～ 98年、「琉球の奄美諸島支配の諸段階J『歴史評論』603号、2000年 6月 )、 展開段階の赤木名城の遺構

の理解の一助としたい。なお、史料より見た13～16世紀の奄美大島あるいは奄美諸島の歴史については、最

近の三木靖氏の「中世J(『瀬戸内町誌』歴史編、瀬戸内町、2007年)を参照されたい。

(1)1450年一琉球の鬼界征討の前線基地としての笠利

『朝鮮王朝実録』世祖八年 (1462)二月辛巳 (十六日)条 (大韓民国 。国史編纂委員会刊影印本。池谷望

子・内田品子・高瀬恭子『朝鮮王朝実録琉球史料集成』、椿樹社、2005年 )に、丙子年 (1456)2月 に久米

島に漂到し、ついで琉球に到つた朝鮮の船軍梁成等の報告が記録されている。梁成は、琉球が攻戦している

国東の二島は池蘇 (鬼界島)と 吾時麻 (大島)で、吾時麻は15余年前に帰順したが、池蘇は毎年交戦するが

いまだ服従していないと報告した。奄美大島の帰順とは、北端笠利地方が最後に帰順したことを示すと考え

られる。大島が帰順した15余年前とは、琉球使者により梁成等の送還がなされた世祖 7年 (1461)12月 (世

祖七年十二月戊辰 (二 日)条)か ら15余年前とすれば1446年前後、梁成等が琉球に漂到した1456年 より15余

年前とすれば1441年前後となる。

『朝鮮工朝実録』端宗元年 (1453)四 月辛亥 (二十四日)条 ・五月丁卯 (十一日)条に見える、琉球国中

山王尚金福の使道安が朝鮮の漂流民の万年 (卜 麻寧)・ 丁禄 (田皆)を送還した時の記録 (中 山王苔文、道

安言、万年・丁禄言)には次のように記されている。庚午年 (1450)に トカラ列島の中程にある臥蛇島に万

年等 6人の朝鮮人が漂到したところ、その島は半ばは琉球に属し半ばは薩摩に属する状態であったので、生

き残った 4人のうち万年・田皆は島人により加沙里島 (大島北端の笠利半島)に送られ、万年は琉球国人甘

隣伊伯也貴に買われ次で王に献上され、追って丁禄も琉球人完玉之に買われ次で工に引き取られたことがわ

かる。1450年 当時、笠利に琉球人がいたのは、琉球王弟が鬼界島を征討するために軍を率いて駐留していた

からである。甘隣伊伯也貴は、笠利大屋子の音写で、占領地・軍事基地の笠利を統治する琉球の官人であっ

たこととなる。

(2)1466年一中山王尚徳の鬼界島遠征

1650年 に羽地朝秀により編纂された『中山世鑑』巻三尚徳世高王 (沖縄県立博物館所蔵本。影印『重新校

正中山世鑑』、沖縄県教育庁、1883年。『琉球史料叢書』 4)に 、成化 2年 (1466)2・ 3月 、朝貢を行わな

い鬼界島に対して、尚徳王が自ら遠征して勝利したことが記されている。後代に編纂された史書の記述の支

証となるのは、『呉姓家譜』正統 (『那覇市史』資料篇 1巻 8那覇・泊系家譜、那覇市)の一世呉宗重 (正徳

九年 (1514)歿 )の条の記事である。『呉姓家譜』によれば、成化 2年に鬼界島を制圧して凱旋した尚徳王

が泊に入港するにあたり、宗重の妻が尚徳工に水を捧げたので賞され、妻は泊大阿母志多礼次良に宗重は泊

村 (那覇市泊地区)を預かる泊地頭 (当時の名称は泊里主。地頭は17世紀の表現)に初めて任ぜられたと記

されている。『中山世鑑』の尚徳王の鬼界島遠征記事は、第一尚氏の最後の王である尚徳が暴虐で不徳で

あったので鬼界島の朝貢がなされず、そこで「自ラ遠涛二赴テJ討伐 したのは「末代ノロ遊 卜成コソ哀ナ

レ」と評し、その早世と、第二尚氏尚円の即位を■T当化する文脈として記述されているので、実際に遠征 し

た年などはなお検討すべきであるが、1466年前後の時期に琉球による最終的な鬼界島制圧がなったことは認

めてよい。尚徳王の鬼界島征討に際し、笠利半島は再び前線基地とされたと考えられる。
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第 4図 幕末 (嘉永)の赤木名
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(3)鬼界島平定と笠利半島
『海東諸国紀』 (1471年、朝鮮・申叔

舟撰。岩波文庫本参照)収録の「海東

諸国総図」「琉球国之図」「日本本国之

図」「日本国西海道九州之図」は、端

宗元年 (1453)の 琉球国使道安が持参

した「日本琉球両国地図の摸画四件」

を基にしたものである。「琉球国之図」

には、「鬼界島、琉球に属す、上松を

去ること二百九十八里、大島を去るこ

と三十里Jと 鬼界島に注記されている.

また、大島には、「恵羅武を去ること

一百四十五里、琉球に属すJと 記載さ

れる。そして、大島の西の傍らには、

「赤間関・兵庫を指すJ「恵羅武を指

す」と注記されている。すなわち、九

州の東の豊後水道への航路 (赤間関か

ら関門海峡を西に抜け博多に至り、瀬

戸内海を東進して兵llil関 に至る)と 、

恵羅武 (同永良部島)を通り九州の西

方を北上する航路があった。沖縄県立

博物館所蔵「琉球国図」 (九州国立博

物館『うるま・ちゅら島 琉球』、2006

年、等参照)は、大宰府天満宮文庫旧

蔵本で元禄九年 (1696)に 奉納された

●   N

辺留城

七城

彦籟

轟θ
島

加計呂麻島

ヽ
請島

0 50km

赤木名城

津代港

第 5図 北大島と喜界島の関連遺跡

地図である (原図は15世紀中葉.書写年代は奉納の直前)。「琉球国図」は、鬼界島について「琉球の内」、

「博多より三百里、琉球に至ること百五十里」と記す。大島の西南端には、博多から、恵羅武から、 トカラ

列島の西方からの三航路と琉球に至る航路が描かれている。「琉球国図」の大島の湊は、大島西南部の湯湾

か西古見のあたりを示し、笠利半島ではないと考えられる。

17世紀以降に編纂された喜界島の系譜に、琉球との交戦を記録するものがある。『勘樽金一流系図』 (亀井

勝信編『奄美大島諸家系譜集』国書研究会、1980年 )に は、喜界島南東部の荒木間切花良治村の勘樽金につ

いて、中山国の兵船が鬼界島の湾湊に襲来したとき抗戦したが降伏し、琉球に如 (い )っ たと記されている。

「如琉球」とは、琉球王府に上り、王に拝謁し冠位を授かりあるいは役職に任じられたことを示す。『喜界島

大蛇良一流系図』には、第五代星屋について、琉球国兵船が渡来した時に防戦したが降伏し、琉球に渡り琉

球王より黄鉢巻を賜り、志戸桶間切 (志戸桶・佐手久・伊実久・小野津の四筒村)を賜ったと記す。星屋の

祖は、七城 (喜界町志戸桶)に住した大蛇良であり、15世紀前半期から中葉の時期に琉球の侵攻と対抗した

鬼界の豪族であったと考えられる。これらの喜界島の系譜の記事は、尚徳王による制圧とその後の第二尚氏

王朝への服属、鬼界島への間切制施行を示している。

大島に問切が施行されたことを示す史料で最も古い確実なものは、和家文書の「永代家伝記Jに写が残さ

れる嘉靖八年 (1529)十 二月二十九日笠利間切宇宿大屋子辞令書である。宇宿大屋子とは間切のもとにある

ムラ (シマ)である宇宿を統治する役人である.宇宿大屋子となった「ちやくもいJ(大親子の仮名表記)

は「もとのしよ里の大やこかくわ (子 )」 と辞令書に記されるので、1529年以前、16世紀第一四半世紀には、

-7-



第 6図 昭和20年米軍撮影による赤木名・津代上空写真 (資料提供 沖縄県公文書館 )

笠利間切を統治する笠利間切首里大屋子 (ちやくもいの父の保元金)が任命されていたことがわかる。15世

紀中葉の甘隣伊伯也貴は鬼界島征討軍の笠利駐留と関連して派遣されていた役人と考えられ、16世紀第一四

半世紀の笠利間切首里大屋子は、地域行政官としての間切役人である。

『朝鮮工朝実録』成宗成宗二十四年 (1493)六 月戊辰 (六 日)条 には、琉球国中山王尚円の使者梵慶が書

契を持参して来聘したことが記録されている.その書契には、大島を奪取しようとする日本の甲兵と戦い撃

退していることが報告されている。

結 語
笠利半島の西の笠利湾の赤木名とその西の津代湊は、琉球統治期の蔵本があった笠利半島東北の大笠利の

背後を固める地、あるいは避難港 として、海上交通、軍事上の要地であった。そのことは、慶長 14年

(1609)に 琉球に侵攻する島津軍が、笠利を制圧するために笠利湾の津代湊と深江ケ浦 (龍郷湾の奥)に兵

船を停泊させたことからも知られる (石上、「古奄美諸島社会の一七世紀における近世的編成の前提」
『日本

律令制の展開』、吉川弘文館、2003年 ).琉球と鬼界島の抗争期であつた15世紀、日本勢力の大島への介入が

続いた15世紀末の時期に、現在の赤木名城の地に山城が築造されたことは推測できる。16世紀にも大島では

紛争がおきているが、16世紀第一四半世紀には戦闘状態は一応終上自し、大島の笠利地域に問切支配が整備さ

れる。すなわち、展開段階の赤木名城は、15世紀の琉球の鬼界島征討と大和勢力の継続する南下との関わり

で検討することができる。但し、赤木名城の現況の縄張りと当時の山城の様相の関係は今後の研究課題であ

る.

3.赤木名城跡の構造

(東京大学教授 石上 英一 )

赤木名城跡は標高1237mを ピークとする山稜が南西麓の赤木名・里の平野に向かって下つた尾根上に位

置し、麓には赤木名中学校が所在する。城郭遺構は、尾根ルー トを遮断する連続堀切によって大きくA・ B

の二群に分かれる。
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第 7図 赤木名城縄張り図と主要部写真
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A群は城域中最高所となる標高1008mの尾根ピークを削平した曲輪を中心とする遺構群である。曲輪は、

南北22m× 東西13mの広さで中央に基盤岩の露頭があり、その周囲を削平して曲輪面を造り出している。広

くはないが、城域中で最も奥にあり、最高所でもあることから主郭部分と判断できる。

この主郭の北側直下には二重堀切 (堀切 4・ 堀切 5)があり、さらに北方の丘陵本体とつないでいる鞍部

にも幅35m、 深さ15m、 長さ20m弱 の堀切 6・ 堀切 7が約50mの距離を置いて掘削され、城域の北限と

なっている。主郭西側斜面には腰曲輪端から放射状に伸びた幅 3mの 竪堀が 3条あつて主郭の防御となっ

ている。

主郭から南に下つた尾根上には 3条の堀切 (堀切 1～ 3)が連続する。いずれの堀切も末端が斜面下方に

伸びて竪堀となっていて B群の遺構群との分断が強く意識されている。

B群はこの城跡の主体をなす遺構群である。標高75m前後に、高さ2m程の切岸によつて区画された曲輪

1と 曲輪 2がある。曲輪 1は東西30m、 南北40mの広さ、削平は丁寧で建築物が想定可能である。曲輪 2は

東西10m、 南北30mの削平地となっている。この両曲輪の東縁は城道となっていて、前述の堀切 1に通じて

いる。堀切 1の南側にも削平が丁寧な6m× 12m規模の小曲輪がある。

曲輪 1の西側は緩斜面のため 8段の帯曲輪で埋め尽くし城内に取り込んでいる。A群同様、帯曲輪端に竪

堀が付属していて斜面上の横移動の障害とし、防御を厚くしている。西側の麓と連絡する大手道が帯曲輪群

南辺を屈曲しながら上り、曲輪 1の西辺に取り付く。東側斜面は傾斜が強く、 3段の帯曲輪と腰曲輪 2つが

あるのみである。南曲輪の南縁には舌状に突出した小曲輪がある。麓の中学校から急斜面を上る道があるが、

防御が薄く出入り口としては相応しくない。公園化に伴い使用され始めた道ではないだろうか。

赤木名城跡の尾根筋を切断する堀切のあり方は、九州本土に見られる中世城郭、時期的には戦国時代のそ

れと較べても何ら遜色がない。特徴的なのは、斜面上の帯曲輪や腰曲輪の端から斜面下方に伸びた竪堀であ

る。斜面上の横移動を制限し、攻城兵を帯曲輪群下方に誘導し帯曲輪からの射撃などで撃退する、と
いう効

率的な防御を念頭にした巧みな設計意図が看取される。

奄美市で実見した大和型城郭は、赤木名城跡のほかに喜瀬の浦城跡 (台地突端に主郭、野首に土塁が付属

する堀切 3条 )と 浦上城跡 (平有盛神社が鎮座する丘陵に立地、主郭背後の尾根上に大型堀切 2条)がある。

これらの城跡の築城主体者や築造年は興味深いテーマであるが、印象的には本土の築城技術がストレ
ートで

導入されているように実感する。

4.赤木名城出土遺物

一赤木名城から出土したカムィヤキの特徴と年代一

(人吉市教育委員会 鶴嶋 俊彦)

赤木名城の発掘調査によって検出された土坑、曲輪 1の遺構から硬質、軟質の陶器類が一定量出土して
い

る。胎土に05か ら1 0mm程度の石灰岩を含み、色調は外面青灰色、芯部赤褐色を呈するものが多い。内面に

特徴的な格子目文の当て具痕を残す資料が多数認められる。これらの特徴は徳之島伊仙町に所在する徳之島

カムィヤキ陶器窯跡の製品に認められるものである。

徳之島カムィヤキ陶器窯跡の出土資料は、調整、器質、文様などの特徴から以下の 2群に大 71」できる (伊

仙町教育委員会2005)。

A群 :器壁は薄く、焼成が堅級である。タト器面には綾杉文、平行線文の叩き痕が確認でき、格子目状の当

て具痕が残るものが非常に多い。格子目当て具痕は、碁盤日状に刻まれるものと蛛l蛛の巣状に刻ま

れるものがある。平行線文、円文の当て具が用いられたものも少量ある。外器面が波状沈線文に

よって飾られる資料も多い。

B群 :器壁は厚く、A群と比して焼成が軟質なEΠ象を受ける。外器面の叩き痕は、ナデ、ケズリによつて

消され、無文となる資料が多い。綾杉状の当て具痕、平行線文当て具痕、花状文当て具痕が認めら

れる。当て具痕は、A群 と比べてまばらになり、叩打成形が簡略化される傾向が見受けられる。
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これらの特徴は、全ての器

種に認められるものであり、

破片資料であってもおおよそ

の判別が可能である。

徳之島カムィヤキ陶器窯跡

の阿三亀焼支群第Ⅱ地区 1地

点 (旧 第 1支群)で は、それ

ぞれ間層を挟んだ灰原が 4層

検出され、層位的な発掘調査

が行なわれている (伊仙町教

育委員会1985)。 上層 (灰 2、

3層 )ではB群が多く、下層

(灰 4、 5層 )に おいてはA
群が主体的に検出されている。

生産遺跡での出土状況からは

A群が B群 よりも古いと言え

る。

筆者は以前カムィヤキの口

縁部形態の差によって 6型式

18種 に分類 し、編年案を示し

たことがある (新里2002)。

その中で、日縁部下端を下方

に挽き出し、日縁に縁取 りを

加えるもの (I～Ⅳ式)か ら

口縁部の側縁が外側に拡張し

断面が三角形状の もの (V

式)、 日縁部形態が単純化 し

素口縁となるもの (Ⅵ式)ヘ

と型式が変化することを述べ

た。そして、V式段階以降、

無文化、当て具文様の変化、

焼成の軟質化などが認められることを指摘した。消費遺跡における伴出陶磁器から年代を推定すると、 Iか

らⅣ式は11世紀後半代から13世紀前半代、V、 Ⅵ式は13世紀後半代から14世紀前半代頃に位置付けられる。

口縁部形態の分類による型式と上述の 2群を対比させると、A群は Iか らⅣ式、B群はV、 Ⅵ式と概ね対

応し、A群は11世紀前半代から13世紀前半代、B群は13世紀後半代から14世紀前半代に消費されていたと考
えることができる。

以上の分類と年代観に沿って赤木名城出土のカムィヤキを検討すると、日縁部片は壺Ⅱc、 壷Ⅲ a、 Ⅳcに

あたり、胴部片を含めてもそのほとんどはA群に所属するので11世紀から13世紀前半代に位置付けられる。

ヽ

ヽ

ワ弩7

5昭

12

第 8図  土坑、曲輪 1出土のカムィヤキ
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5.赤木名城出土陶磁器

RTo l:青磁碗口縁部 19-H Ⅱ層出土

「竜泉窯系青磁雷文帯碗」である。外面回縁部に刻花による「雷文」を巡らし、内面にも刻花文が施され

ている。この種の碗は、14C後半位から出現するようだが、一般的には15Cを過ぎて増加する。琉球一帯で

は首里城「京の内 SK01J出 土資料がその好例として挙げられる。文様の描き方と年代差の関連性について

は、近年分析研究も進んでいるが、日縁部小片のため詳細時期は不明である。日本国内での出土,大況からす

ると、15C前半～後半位の年代が妥当かと思われる。

m2・ 3 青磁片 遺物ヽ 8・ 11
いずれも釉層の厚さ等から明代竜泉窯系青磁の破片と思われるが、詳細時期は不明である。No 3は大形盤

の可能性が高い。

第 9図 中国主要窯址図 (唐～明代末)(田 中2008『中世都市・博多を掘る』より)
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ヽ 4:青磁碗口縁部 遺物ヽ13

小片で釉層が厚 くかなり不鮮明ではあるが、「竜泉窯系青磁細蓮弁文碗Jと 思われる。断面の状況では縦

線は比較的しっかり彫られており、弁先と縦線が分離せずに一つの蓮弁文としての単位をなしているように

見て取れる。蓮弁文の様相や、出土遺物の一括性には多少課題は残されているが和歌山県加太友ヶ島沖海底

引揚げ品や山梨県新巻本村遺跡の出土例からすると、15C後半以降で、16C前半までは下らない時期と考え

られる。

この種の製品は福建省間清窯やアモイあたりの窯、広東省恵州窯でも生産されており、胎土や釉の感じは

恵州窯のものと類似している。

No 5:青磁碗底部  遺物NrJ15 15-I I層出土
「竜泉窯系青磁書1花文碗」である。底部片で不明確ではあるが、外面高台脇に蓮弁文の痕跡が見当たらず、

南宋前半 (12C中 ～後半)の書1花文碗であろう。

ヽ 6:青磁碗回縁部 13-G Ⅱ層出土
「竜泉窯系青磁雷文帯碗」で、No lと 同類である。

No 7・ 8:白磁碗口縁部 遺物No 3・ 14 19-H Ⅱ層 。15-I I層 出土
福建産白磁玉縁日縁碗である。1lC後半～12C前半、博多に大量の自磁が輸入された時期の製品である。

北宋後半～南宋初頭、福建省間江下流の間清窯 (びんしんよう)を中心に、福建省北部から南部に至るか

なり広い範囲で生産されており、日本に輸入されたものが具体的にどこの窯ものであるかは区別がつかない。

しかし、同時期に輸入された他の福建産白磁の生産地は、ほぼ聞清窯のものであることは確実であり、この

玉縁日縁碗もこの窯一帯の製品である可能性は高い。

No 9:染付碗底部 表採
沖縄諸島産の磁器資料との比較が必要と思われるが、外底と高台内側の境が丸く削りだされている点や、

釉調、文様等の特徴から、肥前系の染付けと思われる。外面に窓絵文、外底には二重方形枠のない草書体の

「福」字銘がある。高台の形状や文様からすると、17C末～18C初頭あたりの製品であろうか。

(福岡市教育委員会 田中克子)

第10図 赤木名城出土陶磁器
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6.琉 球か ら見 る赤木名城

沖縄考古学では、沖縄貝塚時代に続く

時代を「グスク時代」と呼んでいる。そ

の開始と終末には諸説あるが、一般に12

世紀から16世紀までと考えられており、

歴史学でいう「古琉球Jの前半と重なる。

グスク時代に、琉球は狩猟・漁猟・採

集の時代から本格的な農耕社会へと移行

した。各地に農業共同体を統率する政治

的首長 (按司)が登場し、階層分化が進

行した。また、中国や日本など周辺諸国

と貿易が活発化し、農耕生産が拡大し人

口が増加した。その一方で土地を占有す

る集団間での対立や抗争が増え、弱小集

団は有力な按司のもとに統合され、やが

て三つの大規模な連合体として編成されるようになった。最終的に琉球王国が建国され、琉球諸島が政治的

に統合された。

グスク時代前夜の遺跡として1978年 に発掘調査された恩納村熱田貝塚がある。海岸近くの標高 2～ 3メ
ー

トル砂丘に立地する遺跡で、ハ地区からは九州産の滑石製石鍋 (方形取手)・ カムイヤキ
・中国産の玉縁口

縁白磁碗・石鍋を模した土器・刀子などが出土し、 6m× 4mの 長方形の掘立柱住居跡も発見されている。

自磁の編年から11世紀後半から12世紀の遺跡である考えられている。

近年、北谷町・宜野湾市・読谷村の沖縄本島の東シナ海に面する標高 3～ 5mの 低砂丘地の遺跡で11世

紀～13世紀の遺跡が多く発見され調査が行われている。北谷町後兼久原遺跡の11～ 13世紀の層からは、熱田

貝塚と同様の石鍋・白磁・カムイヤキ・石鍋模倣土器とともに、長方形の掘立柱住居跡
・倉庫跡とともに畠

跡や墓などの遺構が発見されグスク前夜の様子が明らかにされつつある。琉球では12世紀の中頃までは
この

ような平地の集落で、12世紀の終末から13世紀にかけて丘陵上に防御的なグスクが形成されようにな
る。

13世紀までは、石積みはなく掘立柱の城柵が巡らされていたことが今帰仁グスク、勝連グ
スクなどの調査

で確認されている。したがつて、琉球のグスクが石垣で囲われるのは14世紀の中国との交易が盛んにな
って

からのことである。

1970年、佐藤伸二は琉球に石鍋がもたらされたことについて「12世紀後半は、日本商船が宋
へ進出し始め

る時期なので、日宋貿易の航路にそつて、石鍋が流布したと考えることも可能Jと した。

名嘉正八郎と私は、1983年 、中山清美の案内で、奄美諸島の伊津部勝グスク、赤木名城など数力所のグ
ス

クを実見し堀切があることを知った。その後沖縄のグスクにも堀切があるのではないかと見て回るうち、大

宜味村の謝名グスクで奄美同様の堀切を発見した。このことが切つ掛けとなって、名護グスク、北谷グスク、

勝連グスクなど中北部のグスクで相次いで堀切が発見された。また、浦添グスクでは、南倶1斜面より14世紀

のll列 と堀の遺構が発見された。

千田嘉博は「沖縄のグスクと比較すると、例えば、滋賀県安土城の出入回の造り方はL字型に石lBを 曲げ

た外枡形をしております。このため、外から来た場合はまっすぐに入れずに、何度か曲がつて城内に進
んで

いくことになりました。」「それに対して、糸数グスクは「馬面」という出っ張りがあり、そのひと
つは出入

口を兼ねた同様の外枡形になると思います。東アジアで言う「甕城」を、大変早い段階にみる
ことが出来る

わけです。」と述べている。

第10図 石垣を有する沖縄今帰仁城跡 (今帰仁村教育委員会提供)

-16-



これらの堀切や城柵・堀などの遺構は九州中世城郭の影響と考えられるが、14世紀以後に琉球のグスクに

は、石積技法やアーチ門、馬面など大陸の技術を導入して石垣が巡らされるようになり次第に中国との関係

が強まって来た。これらのことを証明するかのように、14・ 15世紀の琉球のグスクからは、中国の陶磁器な

どの出土量が他を圧倒するようになる。

石垣がなく主郭、郭を中心に複数の掘切、竪堀、帯曲輪、腰曲輪などを有し、裾野付近まで城域の機能を

果たす九州島の中世山城の影響を受けた赤木名城のようなグスクは沖縄諸島に存在しない。琉球のグスクは

先述したように、はじめに九州の影響を受けるが、13世紀から14世紀にかけて急速に中国など大陸の影響を

受け、その後再び九州の影響が及ぶというように複雑に絡み合っている。その点では、赤木名城は明確であ

る。

当真嗣一が紹介している沖縄本島北部の「いわゆる土より成るグスク」と奄美諸島のグスクとの関連につ

いても今後検討必要であると考える。

2007年度に行われた赤木名城帯曲輪の試掘調査で、下層から、石鍋・カムイヤキ・自磁・高麗陶器等11～

12世紀の資料がまとまって出土したことは、大変重要である。沖縄のグスクではこの時期まだ、丘陵地に上

らず平地の集落であり、その点では奄美が先行して本格的な城塞造りが行われたのではないかと考える。

また、中層出土の竜泉窯青磁の中に雷文帯碗がある。これは首里城京の内や恩納村山田グスク出土事例か

ら見て15世紀の前半から中頃に位置付けられる。したがって、下層との間に二世紀ほどの空白期間がある.

上層からは17～18前半のいわゆる「くわらんか茶碗Jを はじめとする近世肥前系染付が出土しており、各時

期の出土遺物の組み合わせは奄美諸島と沖縄諸島が共通している。

このように考えると、琉球のグスクには近年確認されつつある中国要素とは別に、九州中世城の影響を受

けたと考えられる堀切などの防御施設は、奄美諸島を経由して、琉球に伝わった可能性が高く、赤木名城の

存在は沖縄のグスクを考える上でも極めて重要である。

7.小 結

(沖縄考古学会会長 知念  勇 )

2003年の赤木名城調査報告書にその成果が明らかにされ 5年が経過した。当時の調査は郭部分の確認調査

が行われ方形土坑や柱穴遺構などが検出されている。当時設定された調査区域は戦後自生した琉球松などが

大木化しており、調査は松の隙間に調査区を設定して行われた。そのため調査区域には制限があり、思うよ

うな調査区域の拡幅を行うことが出来なかった。その中で限られた遺構から出土した遺物のほとんどはカ

ムィヤキ資料、滑石、土器であり12世紀から13世紀初頭にほぼ収まる型式である。2008年 2月 に試掘した帯

曲輪から出土した資料も含めた所見である。2003年報告のグリットでも玉縁日縁白磁 (年代 :1lC後半～

12C前半、北宋後半～南宋初頭、生産地 :福建省、間江下流の間清窯を中心に生産)は比較的古いとされる

青磁などと共に下層から確認された。青磁碗等については、明代竜泉窯系青磁雷文帯碗など15世紀の特徴を

示す遺物が中層から出土し今回の所見でも再確認された。

縄張り図の作成においては今回地形淑1量の範囲を広げて追加を行った。地形図を基に城の主要部分から裾

野までを含めた縄張り図を作成したことにより、集落との関係を示す城域までを予測することが出来た。

赤木名城における周辺遺跡については赤木名城の時代背景からも指摘されているように笠利湾内で赤木名

湾を取り巻く手花部地区、津代港の持つ重要性と前田川を挟み赤木名城と対面する場所に新たに発見された

遺跡があり、裾野には江戸期の五輪塔などが 1列 に整然と並び葬送儀礼などの伝説も残る。集落周辺の民俗

調査も予備的に行われており、歴史・民俗・考古学的立場からの新たな視点としての問題提起になったとい

える。出上遺物については2003年報告の再確認と今回2007年度に追加調査を行った資料について分析を行う

ことが出来た。

以_卜の出土遺物による分析等から赤木名城遺跡の時期は12世紀から13世紀と15世紀、17世紀の特徴を示す

3時期であることが示された。試掘 トレンチを設定した郭部分の遺構が城に伴う遺構であるとする結論では
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なく、山中の台地に形成された遺跡として捉えることができ、その後に奄美的城として機能し、最終的に

1609年の薩摩侵攻後に集落内にある仮屋跡、グスク麓に建立されていた赤木名観音寺跡などから山頂部のグ

スクも江戸時代に再利用された可能性が残される。そして近世から戦後20年代までは畑地としてさらに再利

用され最終的地形として現存していると捉えることが出来る。この結果は 1期から4期 までに区分され、こ

れまでの奄美諸島における中世社会 (12世紀から16世紀)の基本的構造としてまとめる資料のひとつとなる。

1期 :グスク成立前夜

これまで狩猟採集生活を行っていたバンド社会 (8世紀後半から11世紀前半)か ら按司層としての政治的

拠点を成立させる。その過程は画期的な発見となった徳之島伊仙町のカムィヤキ古窯跡の調査結果からA

群 (11世紀後半から12世紀前半)A・ B群混在 (12世紀後半から13世紀代)B群 (13世紀後半から14世紀代 )

の年代を資料分析から提示した。赤木名城出上のカムィヤキは A群にあたり、郭と帯曲輪から出土してい

る。

カムィヤキを得た按司層は徳之島、奄美大島を中心に中国、大和から滑石、須恵器、玉縁日縁自磁、高麗

陶磁器などの交易・交換を行っていたことなどがわかつてきた。特にここ数年注目され、大島の東側と対面

する喜界島城久遺跡群からは11世紀後半から12世紀前半のカムィヤキ、石鍋、玉縁日縁白磁が大量に出土し

ており、大宰府や宋との貿易を含めた関係なども模索されている。赤木名城は喜界島とはまた様相の違う大

和の中世山城の影響を受けた按司層たちの政治的拠点の場として構築され、その過程を示す遺跡としての可

能性が高まってきた。奄美大島と喜界島、徳之島におけるこれ等の注目される中世遺跡はグスク成立前夜か

ら琉球や日本古代国家とのかかわりも深く、東アジア世界を含めた交流史の中で、その位置付けなどが注目

さオ■る。

2期 :外来資料の空白期 (カムィヤキ盛行期)

12世紀に盛んだった交易・交換は鎌倉幕府減亡 (1333年 )以後、南北朝時代 (室町時代)14世紀の外来資

料を示す遺物は激減しており赤木名城においても夕1外ではない。このような現象は奄美
・沖縄諸島全般に及

んでいるようである。この時期は徳之島伊仙町カムィヤキの生産盛行期にあたり奄美
。沖縄諸島を中心に南

九州から八重山諸島まで全域に流通範囲が広がつている。赤木名城においても遺物の量は少なく、移入陶磁

器も見られないことから休眠期だったかもしれない。

3期 :城形成期

15世紀になると明代の「竜泉窯系青磁雷文帯碗Jな どの資料が増加する。その他の遺物は郭部分の上層と

腰曲輪の表土から 1点出土した。城としての機能形成は山頂上部を平坦部にした郭の周りに土塁を廻らし、

現在残る竪堀、堀切、台、腰曲輪、帯曲輪、郭、主郭などがその最終地形の姿を残している。この時期が文

献記録と考古資料から見る大切な時期にあたる。

4期 :近世の再利用 (江戸期)

近世になり、薩摩侵攻 (1609年 )以後に城が再利用された可能性がある。文献資料を裏付けるような17世

紀後半から18世紀前半のいわゆる「くらわんか茶碗Jを はじめとする肥前系の染付などが上層 (表土)か ら

出土していることからもうかがえる.集落内にある赤木名仮屋跡調査の検討も含め、今後は城全体における

範囲確認調査と整備活用に向けた取り組みも視野に入れたさらなる調査が必要とされる。
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8.赤木名城の今後の活用

赤木名城一帯の山は神山とされ、里、中金久、外金久 3集落の神社がその麓にあり、里集落に仮屋 (代官

所)跡 (1650～ 1670年)や観音寺跡など薩摩時代の屋敷跡や垣根が整然と残る地区でもある。集落奥に広が
る田袋とその端をゆるやかに流れる前田川と船溜まり、集落を中心に陣取るミャー(広場)、 海岸沿いの高い

珊瑚の石垣など奄美大島の中でも独自の文化的景観を醸し出している地区のひとつでもある。

15世紀に日本国や琉球国が奄美大島のなかでも堀切、竪堀、帯曲輪など備え、他に類夕1を見ない姿で大規

模な主要拠点としての赤木名城の姿を見ていたように思える。その歴史的展開の中心にある赤木名城は奄美

諸島のシマの風土に根ざして営まれてきた人々の生活や生業の在り方を表す「歴史的文化景観」として自然

と共生する中で育んできた奄美的原風景ともされよう。このような文化的景観を形成する神山とそこに存在

する赤木名城と麓の田んぼ、伝統的建造物の高倉、墓地、川、港などを地域とともに共有し保存・活用する

ことを模索しなければならない。そのことは地域住民を主役とした活用のあり方で我が奄美の人々が東アジ

アの中でどのような生活又は生業を営んできたかということを理解するために不可欠なものでもあると考え

る。文化財の活用を世界自然遺産とも連動した地域活性化の財産として広く内外に発信し積極的に活用する

「文化的景観事業Jの計画策定を平成20年度から進める。 (奄美市文化課 中山清美)

第11図 赤木名城地形図
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赤木名城に関する主な文献一覧

報告書

・笠利町教育委員会 1988『下山田Ⅲ遺跡』 笠利町文イヒ財報告9号

・笠利町教育委員会 2006『辺留グスク』笠利町教育委員‐会第
"号

・笠利町教育委員会 2003『赤木名グスク遺跡』 笠利町文化財報告第26集

論文                                                            :
・安里  進 2004「考古学による琉球王国形成の新展望J『文化の多様性と21世紀の考古学』 100～ 1∞頁 考古学研究会
・石上 英- 1990～ 98年「奄美群島編年史料集稿J一～八『南日本文イヒ』22、 23、 24、 26、 27、

"、

30、 31号、鹿児島短期

大学日本文化研究所

。石上 英- 2000「琉球の奄美諸島支配の諸段階」『歴史評論』∞3号
・白本原和美 1975「類須恵器の出自について」『法文論叢』 36 真資本大学法文学部 1999『南西諸島の先史時代』 青冒田      ・
考古学会 109～ 120頁に再録

・新里 亮人 ‐20o3「徳之島カムィヤキ古窯産製品の流通とその特質J『先史学・考古学論究』Ⅳ 387～ 413頁 龍田考古

会

千田嘉博 2004「 日本列島のグスク」『グスク文化を考える』今帰仁村教育委員会編

・高橋 二郎 1994『伝承のコスモロジー』 南島文化叢書‐ 15 第一書房
・営員 嗣二 1997 いわゆる「土グスクJについて一おきなわ本島北部のグスクを申心に一『沖縄県立博物館紀要第23号』

沖縄県立博物館

・三木  靖 1992「奄美におけるグスク調査の報告」『奄美学術調査記念論文集』 鹿児島短期大学付属南日本文化研究所
・三木  靖 2007「中世」『瀬戸内町誌』歴史編 瀬戸内町
・名嘉正八郎・知念 勇 1985「沖縄の

'初
期グスクについて」『琉球の歴史と文化す山本弘文先生還暦記念論集』論集刊行会

・Nakayamaliyomi 2002「 Came sitcs(Gusuku)on Anoami l`and」 『The landO― Padic PrehistOry AssociatiOn        _

・中山 清美 2000 隆 美考古学研究の現状J『古代文化』 52 25～ 29頁 古代学協会
・中山 清美 "07「奄美大島笠利半島のグスクJ『東アジアの古代文化』130号 大和書房
。中山 清美 2007「奄美の考古学」『瀬戸内町誌』歴史編 瀬戸内町
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奄美市笠利町の主なグスク

奄美諸島には多くのグスクが今なお人目に触れることなく眠つています。奄美市笠利町においてもいまだ謎の部

分が多いと言えます。

その謎の多いグスクはどこに、どれだけあるのだろうか ?。 これまで調査された主なグスクです。

赤木名グスク

現在調査が進められている。堀切、柱穴、郭、堅堀、台
などが発見されている。その規模も大きい

万屋グスク
1996年に一部分が発IFt調査されました。調査の結果、
集落後方 (西側)の台地に位置し、庭圏、建物址、V字
構、埋葬などの発見がありました。 (人骨出土)

笠利集落の南には辺留グスク、北にはウーバルグスクが
あり、山手には赤嶺グスクがある。ウーバルグスクから
は骨製サイコロなどが出土している。

ヽ
ｇ
Ｉ
＼

科
辺留城
辺留城西側部分を発掘調査した。一段
さがった場所から一面に石が敷かれてお
り、「道」として使用されていたと思われる。

空港近くにある下山田Ⅲ遺跡からは青
磁、布目圧痕文土器、鉄、滑石とともに
土器片も出土している。この時期に掘
立柱住居が定着していたと思われる。
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